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参考資料 モデル事業の実施事例 

１．実施概要 

平成３０年７月豪雨にて、避難情報が発令され、また、河川災害や土砂災害が発生

し、避難を行った関市及び下呂市の２つの地域にて、それぞれ３回の「一人ひとりが

避難の手順を考える勉強会」を開催。地域に潜む危険を知り、あらかじめ避難の手順

を考え、早めの避難の実効性を高めることで、住民一人ひとりが自ら命を守るための

取組みを行いました。 

 

（１）関市上之保川合下 

①地区の特徴 

平成 30 年 7 月豪雨では、大雨特別警報が発令されているなか、累計雨量 551mm、

時間最大雨量 82mm を記録し、津保川及び小那比川が氾濫。家屋の床上床下浸水

が多数発生するなかで、自治会や消防団による各戸への声掛けのもと、多くの人が

避難することとなりました。 

地区の世帯数は 107 世帯。自治体任せではなく、地域住民が自ら考えて避難行

動できるようになるため、当取組みを実施しました。 

 

②実施内容 

【第１回勉強会】 

日 時：平成 30 年 12 月 15 日（土）9:30～12:00 

場 所：関市上之保生涯学習センター2 階 2-1 会議室 

参加者：24 人 

当勉強会の主旨などを説明。災害が発生するなかでの避難行動をふり返り、地

区に潜む災害リスクや、とったらよかったと思う避難行動、地区の防災対策の課

題など、住民自らの経験をとおした「気付き」を共有することにより、日頃の備

えと早めの避難行動の重要性を認識。また、一人ひとりが「安全な避難場所」や

「避難にかかる時間」など、安全に避難するための手順を考えました。 

 

○第１部 ガイダンス「本日の勉強会について」 

・開催趣旨の説明 

・全体的な検討スケジュールの説明 

・本日の勉強会についての説明 

○第２部 ワークショップ「安全に避難するためには（7 月豪雨災害のふり返り 等）」 

・7 月豪雨災害のふり返り 

・とったらよかったと思う避難行動 
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○第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

 

【第２回勉強会】 

日 時：平成 31 年 1 月 26 日（土）13:30～16:00 

場 所：関市上之保生涯学習センター1 階 多目的ホール他 

参加者：第１部 109 人、第２部 23 人 

上之保川合下以外の地区についても、当取組みを実施する必要があると考え、

第１部は上之保とその周辺地区を広く対象とし、早めの避難の重要性を伝えるた

めの講演会を実施。その後、川合下の住民のみを対象とし、地域に潜む危険を具

体的に知るため、まち歩きを実施。災害時に危険な場所、避難を阻害する要因と

なるものを確認し、災害が発生する前に早めの避難することの重要性を認識しま

した。 

 

○第１部 講義「次の大雨への備え ～危険と課題～」 

・第１回勉強会のふり返り 

・自分の地域に予想される危険について 

・一人ひとりが考えて決める避難手順 

○第２部 まち歩き「地域に潜む危険を知る」 

・まち歩きの手順説明 

・まち歩き実施 

・まち歩きを踏まえた意見交換 

 

【第３回勉強会】 

日 時：平成 31 年 2 月 23 日（土）9:30～12:00 

場 所：関市上之保生涯学習センター2 階 2-1 会議室 

参加者：30 人 

第１、２回の勉強会の内容を踏まえ、安全な避難場所と経路の確認、避難にか

かる時間の計算を行った上で、避難のタイミングを決定。また、災害の危険を回

避するために必要な気象情報や避難情報等の使い方を学びました。その後、一人

ひとりが自らカードに手順を記入し、また、普及や活用について意見交換を行い

ました。 

 

○第１部 ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

・これまでの勉強会のふり返り 

・私の避難タイミングの検討 等 

○第２部 ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

・災害・避難カードの活用について 



69 

（２）下呂市金山第一区 

①地区の特徴 

平成 30 年 7 月豪雨では、大雨特別警報が発令されているなか、累計雨量 504mm、

時間最大雨量 108mm を記録し馬瀬川が増水。国道 41 号につながる県道の妙見町

陸閘が閉鎖されたことで集落が孤立しました。さらに、岩屋ダムの異常洪水時防災

操作実施による馬瀬川の更なる増水の可能性が高まるなか、また、複数の谷から土

砂が流出し県道の一部が埋塞するなか、自治会や消防団による各戸への声掛けのも

と、限られた避難経路をたどり、多くの人が避難することとなりました。 

地区の世帯数は 127 世帯。従前より、区長をはじめ、民生児童委員や自主防災会

長、各班長等により構成される自主防災組織があり、緊急時の体制があるなか、一

人ひとりが避難の手順を考えることでその実行力を高めるため、当取組みを実施い

ました。 

 

②実施内容 

【第１回勉強会】 

日 時：平成 31 年 1 月 16 日（水）19:00～21:30 

場 所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室 他 

参加者：31 人 

関市上之保川合下の実施内容に同じ。 

 

○第１部 ガイダンス「本日の勉強会について」 

・開催趣旨の説明 

・全体的な検討スケジュールの説明 

・本日の勉強会についての説明 

○第２部 ワークショップ「安全に避難するためには（7 月豪雨災害のふり返り 等）」 

・7 月豪雨災害のふり返り 

・とったらよかったと思う避難行動 

・ほかのグループの「ふり返り」確認 

○第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

 

【第２回勉強会】 

日 時：平成 31 年 2 月 3 日（日）9:30～12:00 

場 所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室 他 

参加者：36 人 

地域に潜む危険を具体的に知るため、まち歩きを実施。災害時に危険な場所、

避難を阻害する要因となるものを確認し、災害が発生する前に早めの避難するこ



70 

との重要性を認識しました。子供から年配の方までが参加し、避難の目安となる

事象を話し合うことで、次世代への語り継ぎの場にもなりました。 

 

○第１部 講義「次の大雨への備え ～危険と課題～」 

・第１回勉強会のふり返り 

・一人ひとりが考えて決める避難手順 

・自分の地域に予想される危険について 

○第２部 まち歩き「地域に潜む危険を知る」 

・まち歩きの手順説明 

・まち歩き実施 

・まち歩きを踏まえた意見交換 

 

【第３回勉強会】 

日 時：平成 31 年 2 月 24 日（日）9:30～12:00 

場 所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室  

参加者：33 人 

関市上之保川合下の実施内容に同じ。 

 

○第１部 ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

・これまでの勉強会のふり返り 

・私の避難タイミングの検討 等 

○第２部 ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

・災害・避難カードの活用について 
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２．勉強会資料 
 

（１）関市上之保川合下 

【第１回勉強会】 

・次第 ·················································································· Ｐ.73 

・資料１ 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について ·············· Ｐ.74 

・資料２ 本日の勉強会について ················································ Ｐ.76 

・資料３ 大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう ················· Ｐ.89 

・参加者アンケート ································································· Ｐ.91 

・とったらよかったと思う避難行動（意見交換の結果） ··················· Ｐ.93 

・参加者の感想 ······································································· Ｐ.95 

・事務局資料 ·········································································· Ｐ.97 
 

【第２回勉強会】 

・次第 ·················································································· Ｐ.103 

・資料１ 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について ·············· Ｐ.74 

・資料２ 本日の勉強会について ················································ Ｐ.104 

・資料３ 第１回勉強会のふり返り（実施結果の概要） ··················· Ｐ.116 

・資料４ 関市上之保地区 まち歩き用地図 ··································· Ｐ.118 

・参加者アンケート ································································· Ｐ.119 

・まち歩きを踏まえた気付き（意見交換の結果） ···························· Ｐ.121 

・参加者の感想 ······································································· Ｐ.122 

・事務局資料 ·········································································· Ｐ.125 
 

【第３回勉強会】 

・次第 ·················································································· Ｐ.143 

・資料１ 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について ·············· Ｐ.74 

・資料２ 第１回、第２回勉強会のふり返り（実施結果の概要） ········ Ｐ.144 

・資料３ 関市上之保地区 災害・避難カード ································ Ｐ.148 

・資料４ 非常持出品リスト ······················································ Ｐ.149 

・資料５ 「私のまちの危険情報を知るには？」情報の入手方法 ········ Ｐ.150 

・参加者アンケート ································································· Ｐ.162 

・災害・避難カードの記入例 ······················································ Ｐ.164 

・災害・避難カードの普及・活用（意見交換の結果） ······················ Ｐ.165 

・参加者の感想 ······································································· Ｐ.166 

・事務局資料 ·········································································· Ｐ.168 

 

  

（再掲） 

（再掲） 
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（２）下呂市金山第一区 

【第１回勉強会】 

・次第 ·················································································· Ｐ.185 

・資料１ 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について ·············· Ｐ.186 

・資料２ 本日の勉強会について ················································ Ｐ.188 

・資料３ 大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう ················· Ｐ.201 

・参加者アンケート ································································· Ｐ.203 

・とったらよかったと思う避難行動（意見交換の結果） ··················· Ｐ.205 

・参加者の感想 ······································································· Ｐ.206 

・事務局資料 ·········································································· Ｐ.208 

 

【第２回勉強会】 

・次第 ·················································································· Ｐ.218 

・資料１ 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について ·············· Ｐ.186 

・資料２ 第１回勉強会のふり返り（実施結果の概要） ··················· Ｐ.219 

・資料３ 下呂市金山第一区 まち歩き用地図 ································ Ｐ.221 

・参加者アンケート ································································· Ｐ.222 

・まち歩きを踏まえた気付き（意見交換の結果） ···························· Ｐ.224 

・参加者の感想 ······································································· Ｐ.225 

・事務局資料 ·········································································· Ｐ.227 

 

【第３回勉強会】 

・次第 ·················································································· Ｐ.242 

・資料１ 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について ·············· Ｐ.186 

・資料２ 第１回、第２回勉強会のふり返り（実施結果の概要） ········ Ｐ.243 

・資料３ 下呂市金山第一区 災害・避難カード ····························· Ｐ.247 

・資料４ 非常持出品リスト ······················································ Ｐ.248 

・資料５ 「私のまちの危険情報を知るには？」情報の入手方法 ········ Ｐ.249 

・参加者アンケート ································································· Ｐ.263 

・災害・避難カードの記入例 ······················································ Ｐ.265 

・災害・避難カードの普及・活用（意見交換の結果） ······················ Ｐ.266 

・参加者の感想 ······································································· Ｐ.267 

・事務局資料 ·········································································· Ｐ.168 

 

 

  

（再掲） 

（再掲） 

（再掲） 
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（１）関市上之保川合下 

【第１回勉強会】次第 
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【第１回勉強会】資料１ 
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【第１回勉強会】資料２ 
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【第１回勉強会】資料３ 
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【第１回勉強会】参加者アンケート 
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【第１回勉強会】とったらよかったと思う避難行動（意見交換の結果） 

 

①当時の行動やできなかったこと 

  ・両隣の家に避難の呼びかけをした 

・午前２時頃、自治会長へサイレンを鳴らすように話しに行った 

  ・午前１時 40 分頃、隣の家に声をかけて避難を開始した。軽トラ等を高台に移動

した 

  ・今まで経験したことがない水がきていたので避難所へ避難した 

  ・３日前から妻と交代で確認をしており、当日も 0 時前に気象庁レーダーをスマー

トフォンで確認していた。 

  ・家の中に水が流れ込んできたため、午前２時頃に家の天井を破り、そこに掴まっ

て耐えた。 

・雨が４日間続いたことで危険を感じた。 

・市のメールを見たが、上之保地区は安心だと思って油断していた。 

・警報があってから、２階から１階に行ったところ玄関の中に水が１０センチくら

い来ていたため、床上のものを机の上に上げた。 

・午前１時 50 分頃、水が家の中に入り、大切なものをバッグに入れて家から出た。

膝まで水が来ていたため、裏庭の石垣を上がって避難した。 

・川を車が流れていったため、避難が難しいと思い自宅にいた。 

・友達からのメールがきっかけで、何も持たずに避難所へ逃げた。 

・消防から呼びかけを受けて、とりあえず逃げた。他の人を助けに行けなかった。 

・7/7 当日は朝からの降雨はあまり気にならない程度だった。また、特別警報が発

令されていたが、水位は普段より１ｍ程の増水を夜 10 時頃まで繰り返してい

た。１時 50 分頃、１km ほど下流の地域に嫁いだ娘から「道路に水がついた」

と連絡を受け、自宅玄関を開けたところ、すでに水が玄関内に入ってきていた。

（道路は激流となっていた） 

・泥水に気づいた時、すでに道路は激流で近隣の避難状況を確認することなどでき

ない状況であり、家族を裏庭から 1.5ｍ程の高台へ石垣を登らせ避難させた。

自分は向いの家（平屋）の避難を自宅側から電灯を振り大声を出しながら確認

した。取り残されていることが判明し、助けを呼んでくる旨を大声で叫び、1.5

ｍ程の石垣を登り、学習センター敷地にいた消防団に助けを求め一緒に戻った

が、すでに水位は道路上で、1.5ｍ以上に増水しており、救助できなかった。 

・車が川を流れて行ったので「もう自分たちは道を渡れない」と思い自宅にいた。 

・サイレンで気づいた時には道路に水が流れ、車も流されていたため、自宅の２

階へ逃げるしかなかった。 
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・自宅の２階へ避難したため水がひくまでは下りられなかった 

・戻ってきて畳を上げていたころ、電気が消えて何もできずに２階へ移った。 

・午前 2:00 頃、避難の時に胸まで水がつき、素足で避難した。 

・午前 1:00 に就寝した後サイレンが鳴り、家の中に水が入ってきた。水がひざ

下まできたため、避難の準備をするが、非常持ち出し袋を持って避難する頃に

は外の水は胸まで来ていた。 

・自家用車にて避難所への避難をしようと思ったが、危険を感じ家の２階に避難

した。 

・午前 1:37 家の前からも、裏からもいきなり水が家に入ってきたので、母と自

分が逃げることしか考えられなかった。 

・午前 1:37 自宅でテレビを見ていたら停電してすぐに警報がなった。このとき

既に泥水が家に入ってきていた。眠っていた母を起こして家の２階へ避難させ、

２階に上がった。 

・情報収集する行動を起こせなかった。 

 

②命を守る具体的な気づき 

・早めの避難が必要。個人だけでなく上之保全体の意識を変えないといけない。 

・携帯電話、スマホでの情報入手方法について、わかりやすく書面で伝えてほしい。 

・早めの準備が必要だと感じた。 

・天気予報を早めに見る。 

・警報が出ていたのは知っていたが、武芸川地域のことだと思い込みがあった。 

・体調を悪くしている人などの事も、今一度考えたい 

・とにかく避難は早めに自主避難、自己判断を行う。行政をあてにしない。 

・地域に設置されている水位計を活用するための講習会があると良い。 

・近所や周りで呼びかけ合いが必要だと思った。 

・過信せず、早めの行動を取ることが大切かと思う。 
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【第１回勉強会】参加者の感想 
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【第１回勉強会】事務局資料 
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(2) 準備物など 

 

項目 準備物等 備考 数量 担当 

配布資料 

（個人） 

次第 A4 版片面 70 部  

事業概要資料 A4 版両面 70 部  

本日の勉強会について（パワーポイント資料 2in1 印刷） A4 版両面 70 部  

大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう A4 版両面 70 部  

第１回アンケート A4 版両面 70 部  

封筒 A3 A3 70 部  

配布資料 

（テーブル） 

浸水箇所位置図（①～⑥をプロットしたもの） A3 版 ８部  

浸水状況記入図（①～⑥のクリアファイル入り写真） A4 版 ８部  

地区詳細図（横腰、竹之腰） A1 版 各２部  

地区詳細図（大之田） A1 版 ４部  

タイムライン（短期） A1 版 ８部  

会場掲示 

資料 

地区全体図（白図、警戒区域入図） A0 版 2 部  

タイムライン（長期） A0 版横長 1 部  

その他 

（テーブル） 

記入用ボールペン（ジェットストリーム 0.7mm） － 70 本  

浸水状況記入用油性ペン（マッキー細･極細） － 12 本  

地区詳細図記入用マーカーペン（プロッキー10 色） － 6 ｾｯﾄ  

75mm×75mm ふせん（パステルカラー） － 6 ｾｯﾄ  

75mm×25mm ふせん（パステルカラー） － 6 ｾｯﾄ  

その他 

（会場） 

名簿（参加者用、関係者用） A3 版 ２部  

名簿記入用ボールペン（ジェットストリーム 0.7mm） － 2 本  

会場案内図（生涯学習センター1 階等での案内用） A3 版 1 ｾｯﾄ  

設営道具（テープ、ピン、ごみ袋など） － －  

Ａ４用紙（メモ用） Ａ４判 100 枚  

Ａ３用紙（メモ用） Ａ３判 100 枚  

Ａ０判模造紙（抽出した課題を貼りだすため） Ａ０判 10 枚  

その他 

（電子機器

等） 

ノート PC － 1 台  

プロジェクター － 1 台  

ケーブル － 1 本  

延長コード － 1 台  

差し棒 － 1 本  

デジタルカメラ － 1 台  

カードリーダー － 1 台  

レーザーポインタ（スクロール機能付き） － 1 台  

IC レコーダー － 1 台  

その他 

アンメルツまたはベンジン（油性ペンを消すためのもの） － 1 本  

お茶 － 100 本  

カイロ － 100 枚  

 

(2) 準備物など 

 

項目 準備物等 備考 数量 担当 

配布資料 

（個人） 

次第 A4 版片面 70 部  

事業概要資料 A4 版両面 70 部  

本日の勉強会について（パワーポイント資料 2in1 印刷） A4 版両面 70 部  

大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう A4 版両面 70 部  

第１回アンケート A4 版両面 70 部  

封筒 A3 A3 70 部  

配布資料 

（テーブル） 

浸水箇所位置図（①～⑥をプロットしたもの） A3 版 ８部  

浸水状況記入図（①～⑥のクリアファイル入り写真） A4 版 ８部  

地区詳細図（横腰、竹之腰） A1 版 各２部  

地区詳細図（大之田） A1 版 ４部  

タイムライン（短期） A1 版 ８部  

会場掲示 

資料 

地区全体図（白図、警戒区域入図） A0 版 2 部  

タイムライン（長期） A0 版横長 1 部  

その他 

（テーブル） 

記入用ボールペン（ジェットストリーム 0.7mm） － 70 本  

浸水状況記入用油性ペン（マッキー細･極細） － 12 本  

地区詳細図記入用マーカーペン（プロッキー10 色） － 6 ｾｯﾄ  

75mm×75mm ふせん（パステルカラー） － 6 ｾｯﾄ  

75mm×25mm ふせん（パステルカラー） － 6 ｾｯﾄ  

その他 

（会場） 

名簿（参加者用、関係者用） A3 版 ２部  

名簿記入用ボールペン（ジェットストリーム 0.7mm） － 2 本  

会場案内図（生涯学習センター1 階等での案内用） A3 版 1 ｾｯﾄ  

設営道具（テープ、ピン、ごみ袋など） － －  

Ａ４用紙（メモ用） Ａ４判 100 枚  

Ａ３用紙（メモ用） Ａ３判 100 枚  

Ａ０判模造紙（抽出した課題を貼りだすため） Ａ０判 10 枚  

その他 

（電子機器

等） 

ノート PC － 1 台  

プロジェクター － 1 台  

ケーブル － 1 本  

延長コード － 1 台  

差し棒 － 1 本  

デジタルカメラ － 1 台  

カードリーダー － 1 台  

レーザーポインタ（スクロール機能付き） － 1 台  

IC レコーダー － 1 台  

その他 

アンメルツまたはベンジン（油性ペンを消すためのもの） － 1 本  

お茶 － 100 本  

カイロ － 100 枚  
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３．「とったらよかったと思う行動(情報収集、声掛け、避難行動など)」について付箋に記入し、Ａ１版の白紙の

模造紙に貼る。（１５分） 

 

４．参加者が一斉にほかの席の「ふり返り」を確認しに行く。スタッフは担当テーブルに残り説明。（５分） 

 

ワークショップ終了。 

１０分間の休憩。 

 

５．各テーブルのスタッフが、それぞれの地区における「最初に確認された事象」及び「上之保小学校までの避

難が困難になる事象」を、ひとつなぎの地図（Ａ０版）に正方形付箋（新たに記入）と引き出し線で記入。 

 

 

講師の講義へ 
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【第２回勉強会】次第 
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【第２回勉強会】資料２ 
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【第２回勉強会】資料３ 
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第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

→大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう 

→要支援者の支援手順と所要時間も計算しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者からの主な意見（参加者アンケートより） 

・大変有意義な勉強会で、ありがとうございました。    

・早めの避難が必要と思うが、その時の状況とかを考えてしまうので、その意識を変え

ないといけないが、上之保全体を変えないといけない。 

・私は被災者ではないのですが、勉強になりました。    

・村岡先生のお話は、具体的でポイントをしぼった話で、避難の判断の大切さが良くわ

かった。また、やること（行動）が具体的で何をどのように考えれば良いかがわかっ

た。河川災害、土砂災害のメカニズムと避難情報の状況、また各自が避難判断すること

の重要性が理解できた。今回のことは、より多くの人に知っていただけるとよいと思

った。 

・とにかく避難は早めに自主避難、自己判断。行政をあてにしない。 

・大変勉強になった。今後ともよろしくお願いします。 

・もっと多くの人が参加してほしかった。 

 

・注意報、警報などの情報は、前日から

出ていた 

・「避難」ではなく「脱出」になってい

ないか？ 

・いざという状況になる前に、早めに避

難を完了しておく必要がある 

・自分が避難にかかる時間を把握し、い

つまでに避難を完了させるのが重要 
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【第２回勉強会】資料４ 
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【第２回勉強会】参加者アンケート 
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【第２回勉強会】まち歩きを踏まえた気付き（意見交換の結果） 

・食料品等の防災用品を常に集めておく。 

・避難する場所を、災害の種類ごとに考えておきたい。 

・明るいうちに早めの対応をしておく。 

・普段利用している道路でも、暗いと危険がいっぱいであることがわかった。 

・道路には段差がたくさんあり、特に夜間は危険だと分かった。 

・マンホール等は外れて穴になってしまう。明るい時と違い大変危険だと思った。 

・連絡網なども日頃から確認したい。 

・避難場所が小学校であることは知りませんでした。今年は、早めに勇気を持って

避難したいと思います。 

・警報が出た時には遅いため、注意報などの時から注意してみておきたい。 

・避難訓練は生涯学習センターで実施しているため、指定避難所の上之保小学校で

やらないといけないと思った。 

・早めに逃げないと避難するところがなくなる。 

・避難行動の方法について話し合っていきたいと思った。 

・早めの避難をします。 
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【第２回勉強会】参加者の感想 
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【第２回勉強会】事務局資料 
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(2) 当日の動き 
 

 時間 内容 役割分担 

0 11:30 勉強会の案内（多目的ホール） 

○11:30 までに多目的ホールへ集合する 

○学習発表会の中で午後の勉強会の PR を行う 

 ・12:00～、教員が連絡事項等を来場者に伝えるため、その際に勉強会

への来場のお願いを実施 

 ・学校からは、午前中の内容と午後の内容を関連付けてＰＲして欲しい

と要望あり 

 

岐阜県 

1 12:00 集合 

○事務局スタッフは、12 時までに現地に集合する 

○会場（多目的ホール）は、12 時まで上之保小学校の学習発表会で使用し

ているため、それまでは会場外で待機する 

○なお、早めに来て上之保小学校の学習発表会を観ても良い 

 

各自 

2 12:00～12:30 会場設営①（多目的ホール） 

○舞台上に演台を配置する 

○マイクの確認（マイクテスト）を行う 

○プロジェクターを設置し、講師の PC と接続して、投影を確認する 

○受付台を配置し、配布資料を準備する 

○生涯学習センター入口に会場案内を掲示する 

○ビニール紐で座席エリアを制限する 

 

委託業者を中心に

対応 

3 会場設営②（2-1 会議室） 

○2-1 会議室を解錠してもらい、テーブルを 4 グループ分、1 グループ 2

本並べて配置する 

○予備として、テーブルを 2 グループ分、1 グループ 2 本並べて配置する 

○事務局（講師、岐阜県、関市）用のテーブルを配置する 

○それぞれにイスを配置する（1 グループ 8 脚程度） 

○各テーブルに、地区図とフセン、マジック等を配置する 

 

委託業者を中心に

対応 

4 12:30～13:00 事務局ミーティング 

○事務局資料を用いて、第２回勉強会のタイムスケジュールの確認、まち

歩きにおけるグループ編成、役割分担について説明する 

 

岐阜県から一言挨

拶 

委託業者から説明 
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12 16:00～16:30 後片付け 

○忘れ物がないよう、参加者に呼びかけながら、退室を促す 

○会場（会議室、多目的ホール）の片づけを行う 

 

各自 

13 16:30 撤収 

○会場から一切の荷物を運び出し、撤収する 

各自 
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 (4) まち歩きのルート及びポイント 
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Ｂ９：側溝にふたがない。大雨時や夜間に道路端を歩くと穴に足をとられる危険がある 
 

＜説明の趣旨＞ 

・側溝に、ふたやグレーチング（金網）がない箇所が、ここ以外にも何か所かある 

・大雨の時や暗い時に道路端を歩いていると、溝に落ち込む危険がある 
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(5) 準備物 
 

項目 準備物等 備考 数量 確認 

配布資料 

（個人） 

次第 A4 版 120 部  

【資料１】一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について A4 版 120 部  

【資料２】第１回勉強会のふり返り A4 版 120 部  

【資料３】関市上之保地区 まち歩き用地図 A3 版 120 部  

アンケート用紙 A4 版 120 部  

ゴルフペン － 120 本  

封筒 角型 2 号 120 部  

配布資料 

（テーブル） 
地区図（A1～B9 を除いたもの） A1 版 6 枚  

その他 

（テーブル） 

フセン（75×75mm、色指定なし） － 適量  

記入用ボールペン － 適量  

記入用油性ペン － 適量  

記入用マーカーペン － 適量  

その他 

（会場） 

名簿（参加者用、関係者用） A3 版 －  

アンケート回収 BOX － 2 個  

会場案内用紙（センター入口掲示用） － －  

設営道具（テープ、磁石） － －  

メモ用紙 － －  

その他 

（電子機器等） 

ノート PC － 1 台  

プロジェクター － 1 台  

ケーブル － －  

延長コード － －  

差し棒 － －  

デジタルカメラ － 4 台  

IC レコーダー － 1 台  

ビデオカメラ － 1 台  

三脚 － －  

その他 
カイロ － 50 個  

お茶 － 50 本  
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【第３回勉強会】次第 

 

 

 

 

  

 

関市上之保地区 

一人ひとりが避難の手順を考える勉強会（第３回） 

次 第 
 

 

         日時：平成 31 年２月 23 日（土）9:30～12:00 

         場所：関市上之保生涯学習センター2 階 2-1 会議室 
 

時間 プログラム 

9:30～9:35 開会 

○あいさつ（5 分） 

関市 市長公室 危機管理課 課長        

 

9:35～11:00 【第１部】ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

○これまでの勉強会のふり返り（10 分） 

○私の避難タイミングの検討（75 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:00～11:10 休憩 

 

11:10～11:50 【第２部】ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

○災害・避難カードの活用について（40 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:50～12:00 閉会 

○あいさつ（10 分） 

岐阜県 危機管理部 防災課 地域防災支援監   

 
 

＜配布資料＞ 

次第 

資料１ 関市上之保地区 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２ 第１回、第２回勉強会のふり返り 

資料３ 関市上之保地区 災害・避難カード 

資料４ 非常持出品リスト 

資料５ 「私のまちの危険情報を知るには？」情報の入手方法 

参加者アンケート 
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【第３回勉強会】資料２ 
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第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

○講義 清流の国ぎふ 防災・減災センター   

→大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう 

→要支援者の支援手順と所要時間も計算しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者からの主な意見（参加者アンケートより） 

・大変有意義な勉強会で、ありがとうございました。    

・早めの避難が必要と思うが、その時の状況とかを考えてしまうので、その意識を変え

ないといけないが、上之保全体を変えないといけない。 

・私は被災者ではないのですが、勉強になりました。    

・村岡先生のお話は、具体的でポイントをしぼった話で、避難の判断の大切さが良くわ

かった。また、やること（行動）が具体的で何をどのように考えれば良いかがわかっ

た。河川災害、土砂災害のメカニズムと避難情報の状況、また各自が避難判断すること

の重要性が理解できた。今回のことは、より多くの人に知っていただけるとよいと思

った。 

・とにかく避難は早めに自主避難、自己判断。行政をあてにしない。 

・大変勉強になった。今後ともよろしくお願いします。 

・もっと多くの人が参加してほしかった。 

 

・ 注 意 報 、 警 報 な ど の 情 報 は 、 前 日 か ら

出ていた 

・「避難」ではなく「脱出」になってい

ないか？ 

・いざという状況になる前に、早めに避

難を完了しておく必要がある 
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関市上之保地区 

一人ひとりが避難の手順を考える勉強会 

第２回勉強会のふり返り 
 

１ 開催概要 

開催日時：平成３１年１月２６日（土） 午後１時 30 分～午後４時 

開催場所：関市上之保生涯学習センター 多目的ホール及び２－１会議室 

【第１部】 講義「次の大雨への備え ～危険と課題」 

○勉強会の概要説明        岐阜県 危機管理部 防災課 

○講義      清流の国ぎふ 防災・減災センター  

・第１回勉強会のふり返り 

・一人ひとりが考えて決める避難手順 

・自分の地域に予想される危険について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１回勉強会では、「もっと早く起きて逃げ

ればよかった」という意見があったが、前の

日に気象庁は警告を出していた。 

・地元の子どもたちの発表「自分たちが早めに

避難することで、大人を避難させる」。 

・避難と脱出は違います。 

・ぎりぎりを見極めない。率先して避難するこ

とが大切。 

◆講義の主な内容 
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1 

【第２部】 まち歩き「地域に潜む意見を知る」 

○まち歩きの手順説明 

○まち歩き 

○まち歩きを踏まえた意見交換 

講評 清流の国ぎふ 防災・減災センター   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者からの主な意見（まち歩きからの気づき、参加者アンケートより） 

・段差がたくさんあり、特に夜間は危険。 

・マンホール、グレーチングは、外れて穴となる。明るい時と違い暗いと危険である。 

・警報が出た時には遅いため、注意報などの時に注意して見ておく。 

・安全だと思っていたところが危険と知った。 

・今まで危ないと思っていなかった谷が危ないと知った。 

・早く避難することが、大切だとわかった。とても有意義な話だった。 

・「ギリギリ」まで待ってではなく「そうなる前に早めに完了」をすることにより、自分

以外の人にも良い利点があることを知りました。 

・情報は必ず入っている。自分の事として、早く準備は整えておき、脱出にならないよう

に避難は早く、経路が安全なうちに安全な場所に避難完了する。良い勉強になりまし

た。 
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【第３回勉強会】資料３ 
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【第３回勉強会】資料４ 
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【第３回勉強会】資料５ 
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【第３回勉強会】参加者アンケート 

  

関市上之保地区 

一人ひとりが避難の手順を考える勉強会（第３回） 

参加者アンケート 
 

 本日の勉強会で感じたことなどについて、ご記入をお願いいたします。 

 今後の参考とさせていただきます。 

 

 

(１) 記の各項目に対し、ご自分の感想と近い項目に○をつけてください。 

①第３回勉強会の時間はどうでしたか。 

 

 

②配布資料はどうでしたか。 

 

 

③説明の時間はどうでしたか。 

 

 

④【第１部】ワークショップ「災害・避

難カードを書いてみよう」の内容はい

かがでしたか。 

 

 

⑤【第２部】ワークショップ「災害・避

難カードの活用について」の内容はい

かがでしたか。 

 

 

⑥第３回勉強会に参加したことで、防災

の取組に対する意欲は高まりました

か。 
 

 

⑦本日の内容を踏まえて、家族で避難行

動の方法を決めておこうと思いまし

たか。 

 

⑧本日の内容を踏まえて、川合下地区で

避難行動の方法について話し合って

いきたいと思いましたか。 

 

短い ← ちょうどよい → 長い 

 

 

わかりやすい ←       → わかりにくい 

 

 

短い ← ちょうどよい → 長い 

 

 
 

わかりやすい ←       → わかりにくい 

 

 
 

 
 

わかりやすい ←       → わかりにくい 

 
 

 
 

わかりやすい ←       → わかりにくい 

 

 
 

 

は い←       → いいえ 

どちらとも 

言えない 

どちらとも 

言えない 

どちらとも 

言えない 

どちらとも 

言えない 

 

 そう思う  ←       → そう思わない 

どちらとも 

言えない 

どちらとも 

言えない 
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【第３回勉強会】災害・避難カードの記入例 
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【第３回勉強会】災害・避難カードの普及・活用（意見交換の結果） 

 

・隣近所への声掛けが大事だと思う。 

・居間や台所等各家庭で目につきやすいところに掲示しておく。 

・夏（出水期）前に避難訓練を実施する。 

・不安に思ったら近所や家族に連絡を取る。 

・定期的に地域の人が集まって継続的に話し合う。 

・家に帰ったら家族と話し合いたい。 

・班で情報を共有しておく。 

・遠方の家族等にカードを見せて知ってもらう。 

・同じ地域の人たちが作成した災害避難カードをお互いに見て、共有できる部分や

改善点などを考えてみることが必要 

・実際にカードに記入した避難所へのルートを日中や夕方に通って確認をする。 

・避難場所として適当なところに緊急の時の避難場所としての協力依頼が必要 

・非常用持出袋の内容を、他の人と照らし合わせて考えてみることが必要。 
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【第３回勉強会】参加者の感想 
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【第３回勉強会】事務局資料 
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2 第３回勉強会について 

(1) 当日のプログラム（関市上之保地区） 

 

         日時：平成 31 年２月 23 日（土）9:30～12:00 

         場所：関市上之保生涯学習センター2 階 2-1 会議室 
 

時間 プログラム 

9:30～9:35 開会 

○あいさつ（5 分） 

関市 市長公室 危機管理課 課長        

 

9:35～11:00 【第１部】ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

○これまでの勉強会のふり返り（10 分） 

○私の避難タイミングの検討（75 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター      

 

11:00～11:10 休憩 

 

11:10～11:50 【第２部】ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

○災害・避難カードの活用について（40 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:50～12:00 閉会 

○あいさつ（10 分） 

岐阜県 危機管理部 防災課 地域防災支援監  上出 寿一 

 
 

＜配布資料＞ 

次第 

資料１ 関市上之保地区 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２ 第１回、第２回勉強会のふり返り 

資料３ 関市上之保地区 災害・避難カード 

資料４ 非常持出品リスト 

資料５ 「私のまちの危険情報を知るには？」情報の入手方法 

参加者アンケート 
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(2) 当日のプログラム（下呂市金山第一区） 

 

       日時：平成 31 年 2 月 24 日（日）9:30～12:00 

       場所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室  
 

時間 プログラム 

9:30～9:35 開会 

○あいさつ（5 分） 

下呂市金山第一区 区長           

 

9:35～11:00 【第１部】ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

○これまでの勉強会のふり返り（10 分） 

○私の避難タイミングの検討（75 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:00～11:10 休憩 

 

11:10～11:50 【第２部】ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

○災害・避難カードの活用について（40 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:50～12:00 閉会 

○あいさつ（10 分） 

   下呂市 金山振興事務所 金山地域振興課長  

岐阜県 危機管理部 防災課 地域防災支援監  

 
 

＜配布資料＞ 

次第 

資料１ 下呂市金山第一区 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２ 第１回、第２回勉強会のふり返り 

資料３ 下呂市金山第一区 災害・避難カード 

資料４ 非常持出品リスト 

資料５ 「私のまちの危険情報を知るには？」情報の入手方法 

参加者アンケート 



173 

 

 

 

 

(3) 当日の動き（共通） 
 

 時間 内容 役割分担 

1 8:00 集合 

○事務局スタッフは、8 時までに現地に集合する 

 

各自 

2 8:00～8:30 会場設営（関市上之保地区） 

○通路側を前面とした教室形式の配置とする 

○テーブル 12 本、椅子 12×3 脚を配置する 

○各席にサインペンとボールペンを配置する 

○事務局用にテーブル 1 本、椅子 3 脚を配置する 

○講師用にテーブル 1 本、椅子 1 脚を配置する 

○傍聴者（関係者）用に椅子 15 脚程度を配置する 

○入口付近（室外）に受付用にテーブルを 2 本配置する 

○講師準備資料を壁に掲示する 

○マイクを確認する 

 

委託業者を中心に

対応 

会場設営（下呂市金山第一区） 

○通路側を前面とした教室形式の配置とする 

○テーブル 12 本、椅子 12×3 脚を配置する 

○各席にサインペンとボールペンを配置する 

○事務局用にテーブル 1 本、椅子 3 脚を配置する 

○講師用にテーブル 1 本、椅子 1 脚を配置する 

○傍聴者（関係者）用に椅子 15 脚程度を配置する 

○入口付近（室外）に受付用にテーブルを 2 本配置する 

○講師準備資料を壁に掲示する 

○マイクを確認する 

 

3 8:30～9:00 事務局ミーティング 

○事務局資料を用いて、第 3 回勉強会のタイムスケジュールの確認、災害・

避難カードの構成、ワークショップの進め方について説明する 

 

岐阜県から一言挨

拶 

委託業者から説明 

4 9:00～9:30 受付 

○参加者の受付をする 

 ・名簿に名前を記入してもらい、班に○印をつけてもらう 

 ・参加者配布資料一式を手渡し、テーブル割り図を使って案内する 

 ・会場内に案内係を配置し、入ってきた参加者を各テーブルへ案内する 

○関係者の受付をする 

 ・名簿に所属と名前を記入してもらう 

 ・岐阜県につなげる 

○開会後 10 分程度は受付対応し、その後、受付用紙を持って会場に入る 

 

 

委託業者を中心に

対応 
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5 9:30～9:35 開会 

○全体の司会進行は委託業者が行う 

○開会にあたり、主催者からあいさつをいただく 

 

 

○配布資料の確認を行う 

 ・不足があれば、事務局スタッフが補充する 

 ・アンケートの記入を依頼する 

 

委託業者が司会進

行 

6 9:35～11:00 【第１部】ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

○委託業者より第１部に入ることをアナウンスする 

○はじめに、岐阜県危機管理部防災課より、これまでの勉強会のふり返り

と、災害・避難カードの説明をしていただく 

○その後、講師の進行のもと、参加者一人ひとりが災害・避難カードを記

入する 

○適宜、講師から書き方に関する説明をいただき、事務局スタッフは説明

を受けて参加者の記入をサポートする 

 

委託業者が司会進

行 

7 11:00～11:10 休憩 

○委託業者より第１部の終了をアナウンスする 

○休憩の後、再び会場に集まっていただくように依頼する 

○会場を教室形式からグループワーク形式に変更する 

○テーブルを 2 本並べるように配置する 

○各テーブルにワークシート、フセンを配置する 

 

委託業者が司会進

行 

8 11:10～11:50 【第 2 部】ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

○委託業者より第 2 部に入ることをアナウンスする 

○はじめに、委託業者より、これから行うグループワークの内容について

説明する 

○各グループで、ワークシートに意見を書き出す 

○事務局スタッフはファシリテーターとして意見を引き出すとともに、参

加者の意見をフセンに書き出してワークシートに貼り出す 

○ワークシートを壁に貼り出し、講師より講評をいただく 

 

委託業者が司会進

行 

9 11:50～12:00 閉会 

○アンケートの記入と提出を依頼する 

 ・事務局スタッフはアンケートを回収する 

○主催者からあいさつをいただく 

 

 

 

○委託業者より勉強会の終了をアナウンスする 

○勉強会を終了する 

 

委託業者が司会進

行 

 

下呂市あいさつ 
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10 12:00～12:30 後片付け 

○忘れ物がないよう、参加者に呼びかけながら、退室を促す 

○会場の片づけを行う 

 

各自 

11 12:30 撤収 

○会場から一切の荷物を運び出し、撤収する 

 

各自 
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(4) 事務局スタッフ（関市上之保地区） 

 所属 役職 氏名 役割 

 

 

講師      １名 

岐阜県    １０名（報道対応１名、全体指揮１名） 

関市      ４名 

委託業者   ４名 

 

合計     １９名 
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(5) 事務局スタッフ（下呂市金山第一区） 

 所属 役職 氏名 役割 

 

 

講師     １名 

岐阜県   １３名（報道対応１名、全体指揮１名） 

下呂市    ２名 

委託業者  ４名 

 

合計     １９名 
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(6) 会場レイアウト（関市上之保地区） 

①【第１部】ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出入口 

（受付時は閉鎖） 

出入口 

スクリーン（天井吊下げ） 

プロジェクター 
PC 

講
師
の
資
料
を
掲
示 

スタッフ 

スペース 

マスコミ 

スペース 

講師 

岐阜県 

岐阜県 

関市 
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②【第２部】ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出入口 

（受付時は閉鎖） 

出入口 

スクリーン（天井吊下げ） 

プロジェクター 
PC 

講
師
の
資
料
を
掲
示 

スタッフ 

スペース 

マスコミ 

スペース 

講師 

講師 

講師 

講師 
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(7) 会場レイアウト（下呂市金山地区） 

【第１部、２部共通】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出入口 

住民受付 

スクリーン（天井吊下げ） 

プロジェクター 

岐阜県 

関係者受付 

（報道機関） 

PC 

岐阜県 

岐阜県 

下呂市 

出入口 

スタッフ 

スペース 

マスコミ 

スペース 
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（２）下呂市金山第一区 

【第１回勉強会】次第 

 

 

 

下呂市金山第一区 

一人ひとりが避難の手順を考える勉強会（第１回） 

次 第 

        日時：平成 31 年 1 月 16 日（水）19:00～21:30 

        場所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室 

 

時間 プログラム 

19:00～19:10 開会 

○あいさつ 

下呂市 金山振興事務所 金山地域振興課長   

岐阜県 危機管理部 防災課 防災対策監     

下呂市金山第一区 区長            

 

19:10～19:30 第１部 ガイダンス「本日の勉強会について」 

○開催趣旨の説明 

○全体的な検討スケジュールの説明 

○本日の勉強会についての説明 

岐阜県 危機管理部 防災課   

 

19:30～20:20 第２部 ワークショップ「安全に避難するためには（7 月豪雨災害のふり返り 等）」 

○7 月豪雨災害のふり返り 

○取ったら良かったと思う避難行動 

○他のグループの「ふり返り」確認 

 

20:20～20:30 休憩 

 

20:30～21:20 第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

○講義 

清流の国ぎふ 防災・減災センター   

 

21:20～21:30 閉会 

○次回の開催内容の説明 

 

 

●配布資料リスト 

資料１ 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２ 本日の勉強会について 

資料３ 大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう 
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【第１回勉強会】資料１ 
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【第１回勉強会】資料２ 
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【第１回勉強会】資料３ 
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【第１回勉強会】参加者アンケート 
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【第１回勉強会】とったらよかったと思う避難行動（意見交換の結果） 

①当時の行動やできなかったこと 

・当時は、避難するタイミングがよくわからなかった。 

・午前４時頃に、薬や服を持って金山病院に避難した。 

・避難できなかった。隣の人が寝ていたため、付き添っていた。 

・冠水した道、土砂が流出した道を通って避難した。 

・避難の準備に時間がかかるためあらかじめ持ち物を決めておく。 

・避難用具を備えておけばよかった。 

・防災カバンを用意しておけばよかった（災害後、用意した）。 

・大人３人家にいた。避難することもできなかった。雨音がすごく大石がごろごろ

と谷を転がる音がした。 

・雨雲レーダーを随時確認しておけばよかった。 

 

②命を守る具体的な気づき 

・避難所のカギを区長が保管し、地域で開設することができるようにする。 

・明るいうちに自主避難できればよかった。 

・近所で連絡をどう取りあうか考えておく。 

・警報が出そうな時に避難の準備をしておけばよかった。 

・体験した災害について、災害に至る時間的経過や状況がイメージしやすいので、

学校の授業に活用してはどうか。 

・数件となりまで声をかけたい。 

・日頃から班で話し合うことが必要。 

・地域で確実に安全な場所があるのか？現実には厳しいのはないか。助かるために

は、地域外に逃げることも必要かもしれない。 

・地域が広範囲なので、緊急時にどのように連絡を取り合えばよいのかを考えてお

く。 

・避難所で時間をつぶせるものを持っていけばよかった。 
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【第１回勉強会】参加者の感想 
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【第１回勉強会】事務局資料 
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2 第１回勉強会について 

(1) 開催プログラム 

       日時：平成 31 年 1 月 16 日（水） 19:00～21:30 

       場所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室 

時間 プログラム 

19:00～19:10 開会 

○あいさつ 

下呂市 金山振興事務所 金山地域振興課長   

岐阜県 危機管理部 防災課 防災対策監     

下呂市金山第一区 区長            

 

19:10～19:30 第１部 ガイダンス「本日の勉強会について」 

○開催趣旨の説明 

○全体的な検討スケジュールの説明 

○本日の勉強会についての説明 

岐阜県 危機管理部 防災課   

 

19:30～20:20 第２部 ワークショップ「安全に避難するためには（7 月豪雨災害のふり返り 等）」 

○7 月豪雨災害のふり返り 

○取ったら良かったと思う避難行動 

○他のグループの「ふり返り」確認 

 

20:20～20:30 休憩 

 

20:30～21:20 第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

○講義 

清流の国ぎふ 防災・減災センター   

 

21:20～21:30 閉会 

○次回の開催内容の説明 

 

【参加者配布資料】 

資料１：一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２：本日の勉強会について 

資料３：大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう 
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(2) 当日の動き 
 

 時間 内容 役割分担 

1 17:30 集合 

○事務局スタッフは、17:30 までに現地に集合する 

○金山振興事務所職員に会場を解錠していただき、荷物を搬入する 

 

各自 

2 17:35～18:00 会場設営① 

○テーブルを 4 グループ分配置する 

○参加者が想定より多かった時のために、2 グループ分余分に配置する 

○1 グループあたり、テーブルは 2 本並べて配置する 

○椅子を、1 グループあたり 8 脚配置する 

 

委託業者が対応 

3 会場設営② 

○事務局用にテーブルを 2 本（講師等着席用）配置する 

○そのうち 1 本は演台とする 

○事務局用に椅子を 4 脚程度配置する 

○傍聴者（関係者）用に椅子を 15 脚程度配置する 

 

委託業者が対応 

4 会場設営③ 

○スクリーンとプロジェクター台を配置する 

○ノート PC とプロジェクターを設置し、投影を確認する 

 

委託業者が対応 

5 会場設営④ 

○入口付近（室外）に受付用にテーブルを 2 本配置する 

 

委託業者が対応 

6 18:00～18:15 資料配布① 

○各グループに以下の資料を配置する 

（上から順番に） 

 ・全体図（A0 版、1 枚） 

 ・短期タイムライン（A1 版、1 枚） 

○各グループに以下の WS グッズを配置する 

 ・記入用ボールペン（10 本） 

 ・マーカーペン（1 セット） 

 ・75×75mm フセン（ピンク／イエロー／ブルー、各適量） 

 ・75×25mm フセン（ブルー／グリーン、各適量） 

 

委託業者が対応 

7 資料配布② 

○壁･ホワイトボードに掲示する資料を準備する 

 ・全体図（A0 版、1 枚） 

 ・長期タイムライン（A0 版、1 枚） 

 ・メンディングテープ、磁石、画びょうなど 

 

委託業者が対応 
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8 18:00～18:15 資料配布③ 

○受付用テーブルに以下の資料等を配置する 

 ・参加者受付用紙（A3 版、3 枚） 

 ・関係者受付用紙（A3 版、1 枚） 

 ・記入用ボールペン（5 本） 

 ・参加者配布資料一式（ペットボトル飲料、カイロ含む） 

○テーブル割り図を掲示する 

○健康館入口等に会場の案内用紙を掲示する 

 

委託業者が対応 

9 18:15～18:30 事務局ミーティング 

○当該資料（(2) 当日の動き）を用いて、勉強会の流れを確認する 

○第 2 部 WS の進め方、役割分担について確認する 

 

委託業者が説明 

10 18:30～19:00 受付 

○参加者の受付をする 

 ・名簿に名前を記入してもらい、班に○印をつけてもらう 

 ・参加者配布資料一式を手渡し、テーブル割り図を使って案内する 

 ・会場内に案内係を配置し、入ってきた参加者を各テーブルへ案内する 

○関係者の受付をする 

 ・名簿に所属と名前を記入してもらう 

 ・岐阜県につなげる 

○開会後 10 分程度は受付対応し、その後、受付用紙を持って会場に入る 

 

委託業者と岐阜県

ｽﾀｯﾌで対応 

 

受付 ２名 

案内 ４～５名程 

11 19:00～19:10 開会 

○全体の司会進行は委託業者が行う 

○開会にあたり、下呂市からあいさついただく 

○続いて、岐阜県からあいさついただく 

○最後に、金山第一区長からあいさついただく 

○配布資料の確認を行う 

 ・配布資料に不足があれば、事務局スタッフが補充する 

 ・アンケートの記入を依頼する 

 

委託業者が司会進

行 

あいさつは、 

①下呂市 

②岐阜県 

③区長 

の順番 

12 19:10～19:30 第１部 ガイダンス「本日の勉強会について」 

○第 1 部 ガイダンスは、岐阜県が説明する 

 ・マイクを岐阜県に渡す 

○資料 2 を用いて、勉強会の開催趣旨、全体的な検討スケジュールを説明

する 

○資料 1 を用いて、本日の勉強会について説明する 

○資料 3 及びノート PC を用いて、本日の勉強会について説明する 

○説明後、マイクを委託業者に戻す 

委託業者が司会進

行 

岐阜県が説明 
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13 19:30～20:20 第２部 ワークショップ「安全に避難するためには（7 月豪雨災害のふり返

り 等）」 

○ワークショップの内容について、委託業者から説明する 

○進行及びタイムキーパーも委託業者が務める 

○事務局スタッフは、各グループに移動する 

○7 月豪雨災害のふり返りを行う（30 分） 

 ・発生した事象と取った避難行動について、参加者自身がフセンに書き

出す 

 ・フセンは 75×75mm、発生した事象はピンク、取った避難行動はイエ

ロー 

 ・書き出したフセンを全体図に貼り出す 

 ・ペンが進まない参加者には、積極的に声をかけ、当時の様子を聞き出

し、代わりにフセンに記入して全体図に貼り出す 

 ・参加者が最初に確認した事象をチェック（フセンに〇印をつける）し、

短期タイムラインに記入する 

 ・参加者自身がフセンに地区名と名前を記入し、短期タイムラインへ避

難行動をとった時間の辺りに貼り出す 

 ・フセンは 75×25mm、避難できたはブルー、避難できなかった（≒脱

出した）はグリーン 

○取ったら良かったと思う避難行動（15 分） 

 ・取ったら良かったと思う行動について、参加者自身がフセンに書き出す 

 ・フセンは 75×75mm、取ったら良かったと思う行動をブルー 

 ・書き出したフセンを全体図や短期タイムラインに貼り出す 

○他のグループの「ふり返り」確認（5 分） 

 ・参加者が一斉に他のグループの「ふり返り」を確認する 

 ・事務局スタッフはテーブルに残り、話し合いの内容を説明する 

○参加者が自分のテーブルに戻ったところで、委託業者が第 2 部の終了を

宣言する 

 

委託業者が司会進

行 

 

 

各グループの担当

スタッフは以下の

とおり 

【1 グループ】 

４名 

 

【2 グループ】 

３名 

 

【3 グループ】 

３名 

 

【4 グループ】 

３名 

 

 

【5 グループ】 

３名 

 

※参加者の人数に合

わせてグループ数

を調整 

14 20:20～20:30 休憩 

○10 分間程度の休憩を取る 

○休憩時間は、全体の進行状況を見て調整する 

○休憩中、事務局スタッフは各グループでの話し合いの結果を整理し、掲

示用の全体図に記入する 

○記入した全体図と長期タイムラインを壁やホワイトボードに貼り出す 

 

岐阜県を中心に対

応 

14 20:30～21:20 第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

○委託業者より、講師を紹介する 

○講師にマイクを手渡す 

○講師の講義中にある避難に必要な所要時間の記入の際、事務局スタッフ

は参加者の記入をフォローする 

○記入が終わった用紙を回収し、コピーして返却する（？） 

○講師の講義が終わったら、マイクを委託業者に戻す 

 

委託業者が司会進

行 

 

15 
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16 21:30～22:00 後片付け 

○参加者からアンケートを回収する 

○忘れ物がないよう、参加者に呼びかけながら、退室を促す 

○テーブルと椅子を元の位置に戻す 

○ノート PC とプロジェクターを閉じて、演台やスクリーンを元の位置に

戻す 

○フセンが貼り出された全体図、短期タイムラインは、写真を撮ってから

しまう 

○長期タイムライン、地区割り図、会場案内図など、跡が残らないように

丁寧に剥がす 

 

委託業者が全体指

揮 

全ｽﾀｯﾌで対応 

17 22:00 会場退出 

○会場から一切の荷物を運び出す 

○忘れ物がないか確認する 

 

－ 

18 22:00～22:15 撤収 

○荷物を車に乗せて、撤収する 

 

－ 
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(4) 会場レイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出入口 

住民受付 

スクリーン（天井吊下げ） 

プロジェクター 

講師 

傍聴スペース 

※椅子のみ 

全
体
図
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
長
期
）
を
掲
示 

関係者受付 

（報道機関） 

報道 

スペース 

諏訪町 3,4 班 

諏訪町 1,2,5 班 

白山町 3,4,5 班 

白山町 1,2 班 

予備② 予備① 

PC 

岐阜県 

岐阜県 

下呂市 

出入口 

【3 グループ】 【1 グループ】 

【4 グループ】 【2 グループ】 

【－】 【5 グループ】 

諏訪町 白山町 
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【第２回勉強会】次第 

 

 

下呂市金山第一区 

一人ひとりが避難の手順を考える勉強会（第２回） 

次 第 
 

       日時：平成 31 年 2 月 3 日（日）9:30～12:00 

       場所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室 他 

時間 プログラム 

9:30～9:35 開会 

○あいさつ（5 分） 

岐阜県 危機管理部 防災課 地域防災支援監  

下呂市金山第一区 区長           

 

9:35～10:15 【第１部】講義「次の大雨への備え ～危険と課題～」 

○勉強会の概要説明（5 分） 

   岐阜県 危機管理部 防災課 地域支援係長   

○講義（35 分） 

・第１回勉強会のふり返り 

・一人ひとりが考えて決める避難手順 

・自分の地域に予想される危険について 

清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

10:15～10:25 休憩 

 

10:25～11:55 【第２部】まち歩き「地域に潜む危険を知る」 

○まち歩きの手順説明（5 分） 

○まち歩き（60 分） 

○まち歩きを踏まえた意見交換（25 分） 

清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:55～12:00 閉会 

○あいさつ 

   下呂市 金山振興事務所           

○第３回勉強会の開催内容の説明（5 分） 

 
 

＜配布資料＞ 

次第 

資料１ 下呂市金山第一区 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２ 本日の勉強会について 

資料３ 第１回勉強会のふり返り 

資料４ 下呂市金山第一区 まち歩き用地図 

参加者アンケート 
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【第２回勉強会】資料２ 
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第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

○講義 清流の国ぎふ 防災・減災センター  村岡 治道 

→大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう 

→要支援者の支援手順と所要時間も計算しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者からの主な意見（参加者アンケートより） 

・子どもたちが体験した災害なので、災害に至る時間的経過や状況がイメージしやすい

ので、学校の授業に活用してほしい。教材とすることも可能。家に帰って、子どもたち

と話し合いを持ちたい。      

・今後多くこうした時間を作ってください。      

・第一区でこのような災害があったことで、家庭でも防災の話をすることができた。意

識が高まり、今後も引き続き話をしていきたい。      

・日頃班で話し合うことが必要      

・緊急時に、どのように連絡を取り合えばよいのか？  

・初めての出来事であった。どうしていいかわからなかったことは事実である。早く避

難するサインが出ていたかもしれないが、それを理解することはできなかった。区民

はみな、そうでなかっただろうか。教訓にしたい。     

・勉強になりました。今回参加されていない住民の方々も広く参加されることを願いま

す。      

・避難時には何を持って行けばよいか？ 

・注意報、警報などの情報は、前日から出て

いた 

・「避難」ではなく「脱出」になっていない

か？ 

・いざという状況になる前に、早めに避難を

完了しておく必要がある 

・自分が避難にかかる時間を把握し、いつま

でに避難を完了させるのが重要 
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【第２回勉強会】資料３ 
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【第２回勉強会】参加者アンケート 
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【第２回勉強会】まち歩きを踏まえた気付き（意見交換の結果） 

・連絡網の有効活用を考えていきたい。 

・今回の勉強会をいかして、もっと自主的に避難しようと思った。 

・早めの避難と日ごろの準備が大事だと思った。 

・地域を歩くことは危険箇所の把握ができて良い事でした。 

・川に目印となる岩があり、その岩が水につかると危ないことが分かった。 

・倒木対策が大事であると分かった。 

・谷川の土砂が流れこんでいる所が、まだまだいっぱいある。写真を撮ることで、

皆にわかってもらえるようにしたいと思った。 

・他地区の避難情報を紹介し、避難を呼びかける。 

・詳しい気象情報を把握すること。 

・現場を実際に見ることは大切であった。 

・川の水が増水した形跡が残っているうちに、現場を再点検すること。 

・自分たちの地区では、最近では、大雨または台風が近づく前に避難するようにし

ている。 

・自分一人では気づかないようなことを、皆で見ることによって、違う見方での危

険箇所を発見することができた。 

・地域のつながりで、防災意識を高めていくことが大切。 

・冠水する場所を事前にチェックしておく。 

・話にあったように速くではなく早めに避難することが大事だとわかった。金山第

一区という大きな組織での話し合いもよいが、もう少し小さい単位（例えば班ご

ととか）で話し合うこともいいと思う。 

・地域をグループで歩いて現状がよく見えた。 
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【第２回勉強会】参加者の感想 
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【第２回勉強会】事務局資料 
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2 第２回勉強会について 

(1) 開催プログラム 

 

       日時：平成 31 年 2 月 3 日（日）9:30～12:00 

       場所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室 他 
 

時間 プログラム  

9:30～9:35 開会 

○あいさつ（5 分） 

岐阜県 危機管理部 防災課 地域防災支援監  

下呂市金山第一区 区長           

 

9:35～10:15 【第１部】講義「次の大雨への備え ～危険と課題～」 

○勉強会の概要説明（5 分） 

   岐阜県 危機管理部 防災課 地域支援係長   

○講義（35 分） 

・第１回勉強会のふり返り 

・一人ひとりが考えて決める避難手順 

・自分の地域に予想される危険について 

清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

10:15～10:25 休憩 

 

10:25～11:55 【第２部】まち歩き「地域に潜む危険を知る」 

○まち歩きの手順説明（5 分） 

○まち歩き（60 分） 

○まち歩きを踏まえた意見交換（25 分） 

清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:55～12:00 閉会 

○あいさつ 

   下呂市金山振興事務所 金山地域振興課長   

○第３回勉強会の開催内容の説明（5 分） 

 
 

＜配布資料＞ 

次第 

資料１ 下呂市金山第一区 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２ 第１回勉強会のふり返り 

資料３ 下呂市金山第一区 まち歩き用地図 

参加者アンケート 
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(2) 当日の動き 
 

 時間 内容 役割分担 

1 8:00 集合 

○事務局スタッフは、8 時までに現地に集合する 

 

各自 

2 8:00～8:30 会場設営① 

○テーブルを 4 グループ分配置する 

○参加者が想定より多かった時のために、2 グループ分余分に配置する 

○1 グループあたり、テーブルは 2 本並べて配置する 

○椅子を、1 グループあたり 8 脚配置する 

○各テーブルに、地図とフセン、マジック等を配置する 

※基本は第１回勉強会と同じ 

 

委託業者を中心に

対応 

会場設営② 

○事務局用にテーブルを 1 本（講師等着席用）配置する 

○演台としてテーブルを 1 本配置する 

○事務局用に椅子を配置する 

○傍聴者（関係者）用に椅子を 15 脚程度配置する 

※基本は第１回勉強会と同じ 

 

会場設営③ 

○スクリーンとプロジェクター台を配置する 

○委託業者 PC とプロジェクターを設置し、接続･投影を確認する 

○マイクを確認する 

※基本は第１回勉強会と同じ 

 

会場設営④ 

○入口付近（室外）に受付用にテーブルを 2 本配置する 

※基本は第１回勉強会と同じ 

 

3 8:30～9:00 事務局ミーティング 

○事務局資料を用いて、第２回勉強会のタイムスケジュールの確認、まち

歩きにおけるグループ編成、役割分担について説明する 

 

岐阜県から一言挨

拶 

委託業者から説明 

4 9:00～9:30 受付 

○参加者の受付をする 

 ・名簿に名前を記入してもらい、班に○印をつけてもらう 

 ・参加者配布資料一式を手渡し、テーブル割り図を使って案内する 

 ・会場内に案内係を配置し、入ってきた参加者を各テーブルへ案内する 

○関係者の受付をする 

 ・名簿に所属と名前を記入してもらう 

 ・岐阜県につなげる 

○開会後 10 分程度は受付対応し、その後、受付用紙を持って会場に入る 

委託業者を中心に

対応 
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5 9:30～9:35 開会 

○全体の司会進行は委託業者が行う 

○開会にあたり、岐阜県からあいさつをいただく 

○続いて、金山第一区長からあいさつをいただく 

※講義＆まち歩きの時間を踏まえ、あいさつは手短にお願いする 

○配布資料の確認を行う 

 ・不足があれば、事務局スタッフが補充する 

 ・アンケートの記入を依頼する 

 

委託業者が司会進

行 

 

あいさつは、 

①岐阜県 

②区長 

の順番 

6 9:35～10:15 【第１部】講義「次の大雨への備え ～危険と課題～」 

○創建より第１部に入ることをアナウンスする 

○はじめに、岐阜県から勉強会の概要説明をいただくことをアナウンスす

る 

○岐阜県にマイクを手渡す 

○岐阜県より勉強会の概要を説明していただく 

○マイクを委託業者に返す 

○委託業者より講師を紹介し、「次の大雨への備え ～危険と課題～」と題

して講義いただくことをアナウンスする 

○プロジェクターを、業者 PC から講師 PC につなぎ変える 

○講師にマイクを手渡す 

○講師より、第１回勉強会のふり返り、第２部のまち歩きの趣旨説明等を

していただく 

○マイクを委託業者に返す 

 

委託業者が司会進

行 

 

岐阜県が概要説明 

 

 

講師が講義 

7 10:15～10:25 休憩 

○委託業者より第１部の終了をアナウンスする 

○休憩の後、再び栄養指導室に集まっていただくように依頼する 

 

委託業者が司会進

行 

8 10:25～11:30 【第２部】まち歩き「地域に潜む危険を知る」 

○委託業者より第２部に入ることをアナウンスする 

○委託業者よりまち歩きの手順説明を行う 

 ・４グループに分かれてまち歩きを行うこと 

 ・各グループに事務局スタッフが数名付き、説明、説明補助、記録、安

全確認等を行うこと 

 ・道路を歩くため、事務局スタッフの誘導に従って欲しいこと 

 ・体調不良等があればすぐに事務局スタッフまで伝えて欲しいこと 

○説明後、健康館入口付近（駐車場）へグループ毎に集合する 

 ・事務局スタッフは「●グループはこちらです」と参加者を集める 

 ・紙に「●グループ」と書いたものを掲げて集まりやすいようにする 

○カイロをグループの方に配布する 

 ・ごみ袋を用意する 

○各グループ参加者が集まった後、それぞれのルートでまち歩きを行う 

 ・説明担当者は、ルート上のポイントで、参加者の気付きを促すように

説明を行う 

委託業者が司会進

行 

 

まち歩きにおける

役割分担は(3)ま

ち歩きのグループ

編成を参照 
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9 11:30～11:55 ○全グループがまち歩きを終了し、テーブルについたのを確認したら、委

託業者よりまち歩きを踏まえた意見交換を行うことをアナウンスする 

○スタッフは同行したグループの進行補助を行う 

○まち歩きの中で気付いたこと、感じたことをフセンに書き出してもらい、

図面に貼りだしてもらう 

 ・フセンは 75×75mm、色は自由 

○図面に貼り出しながら、意見交換を行う 

○落ち着いたところで、委託業者よりグループ毎に地図を壁に貼り出して

もらうようにアナウンスする 

 ・事務局スタッフが壁に貼り出す 

 ・貼り出す場所は前方で、スクリーンを上げておく 

○講師からの講評をいただく 

 ・先生の講評は、ポイントごとに行う？ 

 ・講師の質問等に対して、適宜事務局スタッフが意見交換の内容を補足

説明する 

 ・参加者は講師の周りに集まり、講評を聞いてもらう 

 

委託業者が司会進

行 

 

講師より講評 

10 11:55～12:00 閉会 

○アンケートの記入と提出を依頼する 

 ・事務局スタッフはアンケートを回収する 

○下呂市あいさつ 

○アンケート回収後、岐阜県より次回の開催内容と日時、場所について説

明していただく 

○委託業者より勉強会の終了をアナウンスする 

○勉強会を終了する 

 

委託業者が司会進

行 

 

下呂市あいさつ 

岐阜県にて次回の

説明 

11 12:00～12:30 後片付け 

○忘れ物がないよう、参加者に呼びかけながら、退室を促す 

○会場（会議室、多目的ホール）の片づけを行う 

 

各自 

12 12:30 撤収 

○会場から一切の荷物を運び出し、撤収する 

 

各自 
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(3) まち歩きのグループ編成 

 所属 役職 氏名 役割 

 

 

グループ 説明 補助 記録 安全確認 

本部 委託業者 委託業者 － － 

1G 岐阜県 岐阜県 委託業者 岐阜県 

2G 岐阜県 下呂市 岐阜県 委託業者 

3G 委託業者 下呂市 岐阜県 岐阜県 

4G 岐阜県 岐阜県 岐阜県 岐阜県 

 

講師    １名 

岐阜県  １３名  （報道対応１名、全体指揮１名、スタッフ１１名） 

下呂市   ２名 

委託業者 ５名 

 

合計   ２１名 
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【第３回勉強会】次第 

 

 

 

 

 

下呂市金山第一区 

一人ひとりが避難の手順を考える勉強会（第３回） 

次 第 
 

 

       日時：平成 31 年 2 月 24 日（日）9:30～12:00 

       場所：金山町 健康館･保健センター 1 階 栄養指導室  
 

時間 プログラム 

9:30～9:35 開会 

○あいさつ（5 分） 

下呂市金山第一区 区長           

 

9:35～11:00 【第１部】ワークショップ「災害・避難カードを書いてみよう」 

○これまでの勉強会のふり返り（10 分） 

○私の避難タイミングの検討（75 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:00～11:10 休憩 

 

11:10～11:50 【第２部】ワークショップ「災害・避難カードの活用について」 

○災害・避難カードの活用について（40 分） 

   清流の国ぎふ 防災･減災センター       

 

11:50～12:00 閉会 

○あいさつ（10 分） 

   下呂市 金山振興事務所 金山地域振興課長  

岐阜県 危機管理部 防災課 地域防災支援監  

 
 

＜配布資料＞ 

次第 

資料１ 下呂市金山第一区 一人ひとりが避難の手順を考える勉強会について 

資料２ 第１回、第２回勉強会のふり返り 

資料３ 下呂市金山第一区 災害・避難カード 

資料４ 非常持出品リスト 

資料５ 「私のまちの危険情報を知るには？」情報の入手方法 

参加者アンケート 
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【第３回勉強会】資料２ 
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第３部 講義「一人ひとりが考えて決める避難手順」 

○講義 清流の国ぎふ 防災・減災センター   

→大雨時の避難に必要な“所要時間”を計算しよう 

→要支援者の支援手順と所要時間も計算しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者からの主な意見（参加者アンケートより）   

・早く避難するサインが出ていたかもしれないが、それを理解することは出来なかった。 

・この地域で確実に安全な場所があるのか。現実問題厳しいと感じる。 

・一人暮らしのお年寄りなど高齢者世帯が多いので、特に情報を徹底してほしい。 

・日頃、班で話し合うことが必要。 

・このような災害があったことで、家庭でも防災の話をすることができた。意識が高ま

り今後も引き続き話をしていきたい。 

・子供たちが体験した災害なので、災害に至る時間的経過や状況がイメージしやすいの

で、学校の授業に活用してほしい。教材とすることも可能。 

・家に帰って子ども達と話し合いを持ちたい。 

・今後、多くこのような時間を作ってほしい。 

 

・ 注 意 報 、 警 報 な ど の 情 報 は 、 前 日 か ら

出ていた 

・「避難」ではなく「脱出」になってい

ないか？ 

・いざという状況になる前に、早めに避

難を完了しておく必要がある 
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下呂市金山地区 

一人ひとりが避難の手順を考える勉強会 

第２回勉強会のふり返り 
 

１ 開催概要 

開催日時：平成３１年２月３日（日） 午前９時 30 分～午前 12 時 

開催場所：金山町 健康館・保健センター １階 栄養指導室 

【第１部】 講義「次の大雨への備え ～危険と課題」 

○勉強会の概要説明        岐阜県 危機管理部 防災課 

○講義      清流の国ぎふ 防災・減災センター  

・第１回勉強会のふり返り 

・一人ひとりが考えて決める避難手順 

・自分の地域に予想される危険について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・７月豪雨の時に、この地域では十分警戒はして

いた、という話だが、他の家の心配をする一方

で自分は大丈夫と思っていた。 

・避難するタイミングをうかがってはダメ。 

・命を守るためには早く避難すること。 

・「冠水した道路を通って避難」は「脱出」。 

・暴風によって避難できない危険もある。 

・普段気にせず歩いている道も、雨や風の中では

危険な道になることも。 

・土砂災害では家にいても危険。 

・マンホールのふたが開いているかもしれない。 

・自分が率先して逃げることが、家族や近所の人、

消防団など、多くの人を助けることになる。 

◆講義の主な内容 
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【第２部】 まち歩き「地域に潜む意見を知る」 

○まち歩きの手順説明 

○まち歩き 

○まち歩きを踏まえた意見交換 

講評 清流の国ぎふ 防災・減災センター   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参加者からの主な意見（まち歩きからの気づき、参加者アンケートより） 

・危険な場所が多い。車で通るのと歩くのでは見え方が違う 

・裏山の倒木が気になる。風が強くなる前の避難が必要。 

・山からの水を流すための水路が小さいため、冠水してしま

う。 

・冠水するため避難が困難になる恐れ。 

・歩道、水路のふたが噴き上がってはずれていた。 

・側溝のふたがない。 

・地域を歩くことは危険箇所の把握ができて良い事でした。 

・実際に被害にあった所を昼間に見て歩くことで、危険なこ

とがよくわかりました。避難する時の持ち物は何があれば

いいのか？ 常日頃から気をつけたいと思う。 

・自分一人では気づかないようなことを、皆で見ることによって、違う見方での危険箇

所を発見することができた。 

・今回のように、普段から自分たちの住んでいる所を歩き、把握しておくことも大切（危

険だと思うところ）。お話にあったように速くではなく早めに避難することが大事だと

わかった。金山第一区という大きな組織での話し合いもよいが、もう少し小さい単位

（例えば班ごととか）で話し合うこともいいと思う。 
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【第３回勉強会】資料３ 
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【第３回勉強会】資料４ 
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【第３回勉強会】資料５ 
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【第３回勉強会】参加者アンケート 
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【第３回勉強会】災害・避難カードの記入例 
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【第３回勉強会】災害・避難カードの普及・啓発（意見交換の結果） 

・作成したカードを、台所など見える場所に置いておく。 

・自主防災組織で避難カードの再確認を行う。 

・６月の防災訓練の時に、本番を想定して実際に避難してみる。 

・避難のタイミングが非常にむずかしい。フライングするぐらいの感じで避難する

ことが必要だと思う。 

・避難する際の持っていく道具を準備しておくことが大切だと判った。 

・日々災害に対する情報について話し合う事が大事である。 

・こまめに情報を収集することで早めに準備し、無事に避難できるようにしなけれ

ばいけないと思った。 

・災害、避難カードを複数コピーして家族が共有できるようにしたい。子供達にも

わかるように説明しておきたい。 

・今回のカードを地区で回覧して共有したい。 

・避難経路について、家族で意見交換をうる 

・小学校で出前授業をしてもらう 

・避難の時期、行動手順等が明確になった。 

・独居老人及び高齢夫婦へ、地区で避難場所、時間、持ち物を決めたカードを配布

する。 

・区の会議や班の集まりの時にカードを使用する。 

・地域の行事があった時に今日学んだことを説明することができたらいいと思う 
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問い合わせ先 

○ 岐阜県危機管理部防災課 

〒５００－８５７０ 

岐阜県岐阜市薮田南２－１－１ 

TEL：０５８－２７２－１１１１ 

FAX：０５８－２７１－４１１９ 

メール：c11115@pref.gifu.lg.jp 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


